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意欲的に取り組む呉市の教育委員会と土木建設部

呉市では昭和57年に福祉のまちづくり整備要項をまと

めて、さまざまな分野で整備を進めてきました。その後、

広島県が平成７年に制定した「広島県福祉のまちづくり

条例」を受けて、さらに充実したものを目指しています。

学校施設に関しても文部科学省の大規模改修に即して、

老朽化した校舎を改修する折には、障害をもつ子どもに

対応してきました。

そんな中で、平成13年に日本オストミー協会呉支部か

ら市に寄せられた要望書が契機となって勉強会が始まり、

翌平成14年からオストメイト整備が始まりました。

人工肛門および人工膀胱保有者をオストメイトといい、

呉市には約300人のオストメイトがいて、外出時には日常

的な不便を感じていたのです。

オストメイトは見た目には健常者と変わりがないため、

車いす対応のサインしかないトイレでは抵抗感があって

入りにくいとの意見があり、設備機器や寸法等の具体的

な問題だけではなく、サインや呼称などのソフト面も検

討の対象となりました。

最近では駅をはじめとした交通施設や商業施設などで

は「障害者トイレ」や「車いす専用トイレ」といった具

体的に利用者を限定するような名称から、車いすの方、

高齢の方、妊婦、お子様連れ、オストメイトなど、幅広

い方々が多目的に利用できる「だれでもトイレ」や「多

目的トイレ」、「多機能トイレ」などといった呼び名に変

わり始めています。

呉市では、現在学校や公共施設を含め、市内21ヵ所に

オストメイト対応のトイレが設置されました。公立の小

中学校においては大規模改修時に、市民開放をも視野に

入れてオストメイト対応を含めた多目的トイレの整備を

進めています。

広めの多目的トイレを各フロアにひとつ、オストメイ

ト対応は各校に必ずひとつ、可能ならば各棟に設置した

いと意欲的に取り組んでいるのは呉市土木建築部次長の

上中俊作さんと同部営繕課の井原真琴さん、さらに呉市

教育委員会教育総務部管理課施設係長の武林信二さんと

同じく施設係の中土井淳さんたちです。

新設の体育館には必ず設置し、既存の体育館について

は建替え時に併設することになっています。

清掃方式については全般的にウェット方式が採用され

ケース・スタディ―４ 広島県呉市

学校の市民開放を視野に入れて
トイレをオストメイト対応に

呉市立昭和西小学校

子どもの体格に合わせて補助具を用意してある。

廊下を挟み別棟で増築された多目的トイレ。

折り畳み式ベッド、シャワーが完備した多目的トイレ。
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ています。一般的な学校の平面計画では廊下がオープン

なのでトイレ内に砂やゴミが入りやすく、雨天の時には

雨や泥水まで入り込んでしまうため、水を使わないで清

掃するのは難しいのでしょう。そのためかドライ清掃に

移行するには難しい条件があるようです。

多目的トイレを別棟で特殊学級の近くに増築した
呉市立昭和西小学校

呉市は平坦な土地が少なく、ほとんどの学校がかなり

きつい勾配をもつ敷地に建てられています。そのために

校舎同士や体育館などが同じレベルにある学校は少なく、

それぞれに段差があるのが一般的です。

また、温暖な瀬戸内海気候のためでしょうか、ほとん

どの廊下は屋内化されていない開放型です。

児童数457人の昭和西小学校では体育館に多目的トイレ

があったのですが、教室から離れており、移動に時間が

かかるため、使いにくい状況がありました。

今回は特殊学級（たんぽぽ）の廊下を挟んだ反対側に、

新たに別棟として多目的トイレが設置されました。障害

をもつ子どもの状況から既存トイレの改修では対応不可

能なこと、また既存トイレが敷地条件から増築が難しい

などの理由にもよりました。

たんぽぽを担当する堀内育子先生からの要望は、ベッ

ドと汚物洗浄槽、シャワーを設置すること、便座の高さ

が調節できるものなどでした。

現在ではたんぽぽに在籍する７人の子どもたちが主に

使っていますが、車椅子を使用する子とそうでない子が

使う場合や、ふたりの子どもが同時に使うこともあり、

その場合には介助者を含めて４人が入るという状況にも

対応できる広さと装備があるものでなければなりません

でした。

新しいトイレが完成した結果、介助が楽になった以上

に、ひとりでトイレを使える子どもが増えたとのこと。

また教室に近いので、ひとりでも安心して「いっておい

で」といえるようになったと、堀内先生は嬉しそうに話

してくれました。

驚いたことは、トイレの掃除をしたがる子どもが出て

きたこと。それも競ってやりたがるそうです。

多人数で使う可能性もあるため、カーテンで仕切ることができるように配慮されている。
オストメイトにも対応している。

床はタイル貼りでウェット清掃方式が採用されている。

多目的トイレ平面図
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多目的トイレを改修したら自分でできることが増えた
呉市立昭和中央小学校

トイレ改修にあたって学校からの要望は、スペースを

ゆったりと広くして欲しいこと、多目的トイレを充実し

て欲しいというのが主なものでした。現在、肢体不自由

な子どもが４人おり、２ブースをひとつにしたトイレで

対応していたとのこと。

新しくなったトイレはきれいで明るく、広さが十分に

あって、子どもたちは電動車いすを自分で動かすことが

できるようになり、それに従って自分でできることが増

えてきたと、先生方も喜んでおられます。気になること

は車いすの座面の高さに対応した便座が高いこと。しか

し、これは移乗しやすさとのバランスの問題で、どちら

に重点を置くかによります。

手洗いの自動水栓は片手でも水が出てくるので便利、

そしてアラームも安心感があり、便器の自動水栓も好評

です。大きな鏡はとくに女子のお気に入りのようです。

いずれにしても障害をもつ子どもにとって、自分でで

きることが増えるのは自信につながるので、先生方から

は歓迎されています。

体育館の更衣室を多目的トイレに転用した
呉市立落走小学校

ここでは障害をもつ子どもを受け入れる前に、その子

に応じたものにしたいという考えで設置されました。

別棟で建てることも検討されましたが、前記の２校以

上に敷地の勾配がきついために用地が確保できず、体育

館の更衣室を転用することになりました。

体育館自体も学校の前庭からは高くなっていて、数段

の階段を上がらなければならないため、前庭には専用の

リフトが設けられました。体育館と校舎の床とはレベル

が揃えられているので、いったんこのレベルまで上がれ

ば、校内で移動するのには不便はありません。

障害をもつ子どもの入学が決まったのが前年の12月で

した。在来工法で対応するには時間的に難しかったため、

既存のユニット製品の仕様を変更して設置しました。ド

アを撤去して間口を広げ、手すりと尿瓶洗浄水栓を設置

し、ドアの代わりにはカーテンを設けています。完成後、

きれいなトイレができたと、他の子どもたちや近隣の住

民にも喜ばれています。

呉市立落走小学校

広島県呉市

既設の体育館の更衣室
を改修して、オストメイ
ト対応のトイレを設置
した。トイレおよびシャ
ワーは既製のユニット
を利用。

左 前庭に設けられた
リフト。

多目的トイレは2つのゾーンからなり、手前は洗面所、奥に便器とシャワーが設けられている。
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呉市立昭和中央小学校

廊下に面した多目的トイレ入口。 便器と手洗いと足台。

多目的トイレ内部。
オストメイト対応として洗浄
シンクとシャワー、着替え用
ウィッティングボードが、
また子どもの使用には足台
も用意されている。

落走小学校多目的トイレ平面図

多目的トイレ平面図
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